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以下の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。また、情報提供を唯一
の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことはできません。
以下の事項は、マテリアルやコード、機能を提供することをコミットメント（確約）するものではない
ため、購買決定を行う際の判断材料になさらないで下さい。

オラクル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期については、弊社の裁量により
決定されます。

OracleとJavaは、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商
標です。

文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。

Safe harbor statement
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はじめての Oracle Cloud Infrastructure (OCI)
• Oracle Cloud Infrastructure 概要

• サービスの開始

• OCIコンソール

• ユーザー/グループ/ポリシー/コンパートメント/リソース

• 課金について押さえておきたいポイント

• OCIからの通知

• Oracle Cloud 参考資料ご案内

内容は予告なく変更されることがありますのでご注意ください。
また本章の説明と一般公開された各種文書の間に矛盾がある場合は公開文書を正とします。
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Oracle Cloud Infrastructure 概要
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ベアメタル
フラット＆ノンブロッキングネットワーク / オーバーサブスクリプションなし
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2020年8月現在：26リージョン提供中、さらに12リージョン計画
Oracle Cloud Infrastructure リージョン

SAN JOSE, CA

PHOENIX

CHICAGO

ASHBURN

TORONTO MONTREAL

SANTIAGO

VINHEDO
SAO PAULO

CARDIFF

EUROPE

AMSTERDAM

FRANKFURT
ZURICH

LONDON

SWEDEN

ITALY
FRANCE

JEDDAH

ISRAEL

DUBAI

MUMBAI
HYDERABAD

SINGAPORE

CHUNCHEON

SEOUL

ASIA

TOKYO
OSAKA

JOHANNESBURG

SYDNEY

MELBOURNE

Commercial
Commercial Planned
Government
Government Planned
Microsoft Interconnect Azure
Microsoft Interconnect Azure Planned

SAUDI 2

UAE 2

デュアル・リージョン：基本的に全ての
国/地域で2つ以上のリージョンを提供し、

お客様の業務継続要件に対応していく
(日本の場合は東京‐大阪)

各リージョンはOracle Backboneで接続

New

New

https://www.oracle.com/cloud/data-regions.html
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Oracle Cloud : PaaS と IaaS

Copyright © 2020, Oracle and/or its affiliates

Ia
aS

Pa
aS

Oracle Cloud Infrastructure (第2世代IaaS)

Autonomous 
Transaction 
Processing

Autonomous 
Data 

Warehouse

Autonomous Database
(⾃律型データベースクラウド)

データ管理 アプリケーション開発

インテグレーション

アナリティクス コンテンツ管理

セキュリティ・IT管理

Sa
aS

ERP/EPM SCM HCM CX

仮想マシン ストレージ コンテナ ネットワーク セキュリティGPU/HPC



Oracle Cloud Infrastructure アーキテクチャ全体像
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リージョン
(東京、ロンドンなど）

AD1 AD2 AD3

物理ネットワーク
(フラット・ネットワーク)

仮想クラウド・ネットワーク

サービス
(コンピュート、ストレージなど全てのサービス）

• ベアメタルサーバと
フラットネットワー
クを基調としたアー
キテクチャで、オン
プレミス同等の機
能・性能を提供可能。

• Oracle Cloud の IaaS 
は各種最新技術を低
価格で提供。

• ストレージは常時
AES-256で暗号化。

• 公共機関は請求書払
い。Rack Rack Rack

FD1 FD2 FD3

AD ( 可用性ドメイン )



フラット・ネットワーク: クラウド内の全てのノードを低レイテンシー & 広帯域で接続
OCIの物理ネットワーク

従来型の階層型ネットワーク OCIのフラット・ネットワーク
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Access
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Server

拡張

ボトルネック

拡張

拡張
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• Availability Domain内はフラットな物理ネットワークにより、高いスケーラビリティを実現

• Network や CPU のオーバーサブスクリプションがなく、安定した帯域と性能を実現

• Compute と Storage は最大2ホップかつ低レイテンシーで接続可能
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セキュアで高パフォーマンスを実現するコア・アーキテクチャ

サーバー仮想化

ネットワーク仮想化

Hypervisor

VM VM VM

VM VM VM

ホストOS / カーネル

Hypervisor

VM VM VM

VM VM VM

ホストOS / カーネル

ネットワーク仮想化 ネットワーク仮想化

通常のクラウド Oracle Cloud Infrastructure 

ネットワーク仮想化を
サーバーの外にある、
別のHWで実施

• 通常は同じサーバーでサーバー仮想化もネットワーク仮想化も実行

• Oracle Cloud Infrastructureでは、ネットワーク仮想化を別のHWで実行。そのため非常に高い独立性
実現でき、ベアメタル・サーバーもVMと同様の操作を実現

物理サーバー 物理サーバー

物理サーバー



他社に比べ、圧倒的なコストパフォーマンスを実現
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Oracle Cloudの強み Oracle Cloud 某クラウドベンダ
同等サービス(公開情報)

Compute  ベアメタルを基調とし
たサービス

 Elastic な遅延1.5μsの
RDMA環境も提供

¥80.82/時
Compute

(VM.Standard2.8; 8コア, 
120GB, Windows)

¥180.48/時

GPU  V100 NVLINK 8GPU
 NVIDIA GPU Cloudや

NVIDIA GRIDも利用可能

¥354/時
Compute ‐ GPU

(VM.GPU3.1: NVIDIA Tesla 
V100/16GB x 1GPU)

¥461.34/時

Storage  1PB年間374万円の
Archive Storageも提供

¥5,222/月
Block Volume
(1TB, 20K IOPS)

¥171,000/月

Network  AD間無償
 10TB/月まで無償

 専用線接続時はデータ
転送無償

¥18,972/月
FastConnect

(1Gbps, 100TB)
*専用線接続

¥614,645/月

¥ 55%
低価格

¥ 97%
低価格

¥ 97%
低価格

¥ 23%
低価格
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インスタンス価格⽐較 ‒ ⽇本国内リージョン

$0.136 (円定価設定無し)
/コア/時間

EC2
c5n.metal

Skylake 72 vCPU
192GiB Memory

100Gbps Elastic Fabric Adapter (30μs)

$0.104 (\11.69)
/コア/時間

Azure VM
HC44rs

Skylake 44コア仮想マシン
352GiB Memory

100Gbps Infiniband 

• as of Nov 2020

Amazon Microsoft

$0.075 (\9)
/コア/時間

Compute
BM.HPC2.36

Skylake 36物理コア
384GB Memory

100Gbps RoCEv2

Oracle

$4.194 (円定価設定無し)
/GPU/時

EC2
p3.16xlarge:

8GPU, 64vCPU, 488GB

$4.194 (\469.728)
/GPU/時

Azure VM
NC24s v3:

4GPU, 24コア, 448GB$2.95 (\354)
/GPU/時

Compute
BM.GPU3.8:

8GPU, 52コア, 768GB

Cluster
w/RDMA

GPU/V100

BM.GPU4.8 (A100) :
8GPU, 64コア, 2TB, 1.6Tbps RDMA

$3.05 (\366) /GPU/ 時



The following is intended to outline our general product direction. It is intended for information purposes 
only, and may not be incorporated into any contract. It is not a commitment to deliver any material, code, 
or functionality, and should not be relied upon in making purchasing decisions. The development, release, 
timing, and pricing of any features or functionality described for Oracle’s products may change and 
remains at the sole discretion of Oracle Corporation.

Safe harbor statement
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OCI の SINET接続

• 東京リージョン、⼤阪リージョンとも敷設完了
• SINET-OCIリージョン間の回線はOracleが敷設しご利⽤機関様負担¥0-。
• 接続開始にご利⽤機関様、SINET様、オラクルの3社連携した最短2週間程度の

⼿続が必要。
• ご利⽤テナントへのVirtual Circuit 接続でOCIのFastConnectサービスのプロビジョンが

必要。(1Gbps: ¥25.5ポート時、10Gbps: ¥153ポート時)
• L3接続が要件。BGP対応ルータの設定およびIEEE802.1q(tagVLAN)の設定が必要。
• FastConnect/SINET経由のPrivate Peering は上り/下りとも転送データ量課⾦

無制限に¥0-。



The following is intended to outline our general product direction. It is intended for information purposes 
only, and may not be incorporated into any contract. It is not a commitment to deliver any material, code, 
or functionality, and should not be relied upon in making purchasing decisions. The development, release, 
timing, and pricing of any features or functionality described for Oracle’s products may change and 
remains at the sole discretion of Oracle Corporation.

Safe harbor statement
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国立情報学研究所 学認クラウド関連対応

• 学認クラウド導入支援サービス 登録
• Oracle Cloud Infrastructure ‐ Compute (登録手続き中)
• Oracle Cloud Infrastructure – Storage (登録手続き中)
• Oracle Content and Experience Cloud
• Oracle Cloud Infrastructure ‐ Database Cloud Service

• 学認クラウドオンデマンド構築サービス 利用可能プロバイダ

• 学認RDM (研究データ管理基盤) 機関ストレージ接続可能プロバイダ(S3互換)



The following is intended to outline our general product direction. It is intended for information purposes 
only, and may not be incorporated into any contract. It is not a commitment to deliver any material, code, 
or functionality, and should not be relied upon in making purchasing decisions. The development, release, 
timing, and pricing of any features or functionality described for Oracle’s products may change and 
remains at the sole discretion of Oracle Corporation.

Safe harbor statement
Planed New Instances

Availability : Q1 – Q2 2021

Ex Standard Instances X9 Standard Instances X9 HPC Instances Arm Standard Instances

 AMD EPYC Milan
Architecture

 Both Bare‐Metal & 
Flexible VMs

 Same price as  E3 
(Rome) 

 Intel Ice Lake 
Architecture

 Both Bare‐Metal & VMs
 Cores: 1 – 64 cores at 

2.4Ghz
Memory: up to 1TB
 1x 50G Bandwidth

 Intel Ice Lake 
Architecture

 Cores: 1–36 cores with 
High‐Frequency (3.x 
Ghz+) 

 1.5μs RDMA
 Local NVME SSDs

 Ampere Altra (N1 
Platform)

 Arm v8.2+ Architecture
 Both Bare‐Metal & 

Flexible VMs
 Cores ‐ 160 cores at

3.3GHz
Memory:  up to 1TB
 2x 50G Bandwidth
 Better cost performance
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サービスの開始
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Oracle Cloud 利用開始までの流れ
ご注文 → メール受信 → アクティベーション → メール受信 → 利用開始

お客様作業

オラクル作業

ご注文

受注
アクティベー
ションメール

送信

アクティベー
ションメール受

信

アクティベー
ション

プロビジョニン
グ

Welcome
メール送信

サービス
へ

ログイン

Welcome
メール受信

「アクティベーション」 とは？
- ご注文を確認いただく
- クラウド・アカウント(テナント、仮想DC)名を指定する
- ホーム・リージョンを選択する → Tokyo (R-CCS殿SINET接続設定済みリージョン)

URLをクリック URLをクリック

お客様環境の構築

Copyright © 2020, Oracle and/or its affiliates
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OCIコンソール
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OCIコンソール

Copyright © 2020, Oracle and/or its affiliates

① ②③ OCIコンソールでは、サービスを
利⽤するためのメニュー・リンク
が⽤意されています。

① サービスメニュー
② コンソール表⽰⾔語設定
③ リージョン選択・管理
④ OCIのステータス確認
⑤ サポート・サービス利⽤
⑥ 最新情報の紹介
⑦ リソースとサービスの検索
⑧ OCIコンソールの表⽰

④

サインイン直後は下記のようなOCIコンソールが表⽰されます。

⑥

⑦⑧ ⑤
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サービスメニューの表⽰

IaaS
Compute, Storage
Network など

DB PaaS
Autonomous Database
Database Cloud Service
NoSQL など

PaaS
各種のPaaS

モニター、
Oracle Platform
Cloud Service
サービス
旧来提供していた
サービスなど
管理サービス
ユーザー管理
コスト分析などCopyright © 2020, Oracle and/or its affiliates

左上のメニューボタンをクリックすると各種OCIサービスを操作する画⾯へ遷移するメニューが表⽰されます。
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サポートサービス利用

①サポート・リクエスト
(SR) の作成
②SRの表示
③サービス制限の引上げ
のリクエストリンク

①

②

③

※下記のOracle Cloud Support 
ポータルからでもSRの作成、確
認が可能です。

https://support.oracle.com/
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サポートサービス利⽤ - サポートリクエストの作成
①「サポート・リクエス
トの作成」リンクをク
リック
②「サポート・リクエス
トを開く」のページが表
⽰され、問題を記述、重
要度を設定する
③「リクエストの作成」
ボタンが有効になったら、
クリックして、SRを作
成

※前提条件
クラウド・ユーザ管理者(CUA)
がサポート・リクエストの作成
を許可する必要があります。
詳細は④の内容をご確認くださ
い。

①

②

③

④
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サービス制限

① サービス制限の範囲
② サービス制限の数量
③ 実際に利⽤しているリ
ソースの使⽤量と残り利
⽤可能な数量

OCIでは、⼀連のサービス制限が設定されます。 サービス制限は、リソースに設定されているクォータまたは許容量です。
申請することで制限を増加させることが可能です。
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前⾴の「サービス制限の引上げ」をクリック
すると、サービス制限を増やすためのリクエ
ストを⾏うページが表⽰されます

サービス制限の引上げリクエストを実施す
ると、登録したメールアドレス宛に、申請の
受領と、引上げ実施完了がメールにて通
知されます

サービス制限の引き上げ
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ユーザー/グループ/ポリシー/コンパートメント/リソース
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ユーザー/グループ/ポリシー/コンパートメント/リソース
OCIの権限管理やリソースの管理に関する概念を表しています。

user 1 user 2

group 1
root
compartment compartment 1 compartment 2

resource 1 resource 2

グループ

group 2

policy 1 policy 2

リソース

コンパートメント

Compute Instanceや、Networkなどのリソース
ユーザー

サインインするユーザー

ユーザーをまとめる単位
リソースをまとめる単位
課⾦など個別に確認

ポリシー
どのグループが

どのコンパートメントで
何ができるかを規定

ポリシーのステートメントの⼊⼒例：
Allow group <グループ名> to manage all-resources in compartment <コンパートメント名>
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課金について押さえておきたいポイント
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クレジットの確認方法 「コスト分析」

OCIコンソールのアカウント管理 -> コスト分析 から確認可能
– フィルタ：表示する範囲を設定（特定のコンパートメントやサービスなど）
– グループ化ディメンション：グラフの下段に表示される表の表示形式を設定

Copyright © 2020, Oracle and/or its affiliates

※ホーム・リージョンを選択し
ないと表示されません。



The following is intended to outline our general product direction. It is intended for information purposes 
only, and may not be incorporated into any contract. It is not a commitment to deliver any material, code, 
or functionality, and should not be relied upon in making purchasing decisions. The development, release, 
timing, and pricing of any features or functionality described for Oracle’s products may change and 
remains at the sole discretion of Oracle Corporation.

Safe harbor statement
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コンピュート・インスタンス(とDB)は秒単位で課金
最低課金時間 : 仮想マシン(VM)=1分以上、ベアメタル(BM)=1時間以上

(インスタンスタイプによらず)

コンピュート・インスタンスの課金は秒単位
(Per-second Billing)

コスト分析画面

使用量が “2,771.97 時間” のよう

に、小数点以下の値で集計されて
いる



The following is intended to outline our general product direction. It is intended for information purposes 
only, and may not be incorporated into any contract. It is not a commitment to deliver any material, code, 
or functionality, and should not be relied upon in making purchasing decisions. The development, release, 
timing, and pricing of any features or functionality described for Oracle’s products may change and 
remains at the sole discretion of Oracle Corporation.

Safe harbor statement
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インスタンスへの課金を停止するには?
Standardシェイプの場合
→ インスタンスの停止(Stop)でOK

DenseIO, GPU, HPC シェイプの場合
→ インスタンスの終了(Terminate)が
必要

Point
• 仮想マシン(VM)かベアメタル(BM)かはこの挙動には無関係
• 仮想マシン専用ホスト(DVH : Dedicated VM Host)の場合には、DVHを起動し
てから終了(Terminate)するまで全てのコア数分の課金が継続

• Dense IOの内蔵NVMeに保管したデータは永続化される



The following is intended to outline our general product direction. It is intended for information purposes 
only, and may not be incorporated into any contract. It is not a commitment to deliver any material, code, 
or functionality, and should not be relied upon in making purchasing decisions. The development, release, 
timing, and pricing of any features or functionality described for Oracle’s products may change and 
remains at the sole discretion of Oracle Corporation.

Safe harbor statement
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OCI ストレージ・サービスの課金ポイント
1. ブート・ボリューム

‐ 課金はブロック・ボリュームに準ずる
‐ インスタンス作成時に一緒に作成され、ボリュー

ムを明示的に終了(Terminate)するまで課金
‐ Linux 47GB以上、Windows 256GB以上 / 

Volume

2. ブロック・ボリューム
‐ 課金 = 容量課金 + 性能課金
‐ 中身のデータサイズによらず確保した容量分課金
‐ 作成してから終了(Terminate)するまで課金
‐ 50GB以上 / Volume

3. ブート&ブロックボリュームのバックアップ
‐ オブジェクト・ストレージのデータサイズ分課金
‐ ゼロデータの排除が働くためサイズは小さくなる

(圧縮や重複排除機能はなし)
‐ 差分バックアップの分は消費容量が少ない

4. ファイル・ストレージ
‐ 実際に配置したデータサイズ分だけ課金
‐ スナップショットはデータサイズが増えない

5. オブジェクト・ストレージ(アーカイブ・スト
レージ)
‐ 実際に配置したデータサイズ分だけ課金
‐ オブジェクトがアーカイブされている間は単価が

安い
◦ アーカイブされたオブジェクトをリストアすると、リ

ストアされてから再アーカイブされるまではオブジェ
クト・ストレージ分の単価で課金

‐ レプリケーションした分は2倍課金
‐ バージョニングした分はその分課金(差分ではない)

• 無料のサービス
‐ ストレージ・ゲートウェイ
‐ データ転送サービス



The following is intended to outline our general product direction. It is intended for information purposes 
only, and may not be incorporated into any contract. It is not a commitment to deliver any material, code, 
or functionality, and should not be relied upon in making purchasing decisions. The development, release, 
timing, and pricing of any features or functionality described for Oracle’s products may change and 
remains at the sole discretion of Oracle Corporation.
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ストレージ・サービスの積算に関する基本的な考え方

ストレージ・サービスのSKUのUnit(単
位)は、基本的に Gigabyte Storage 
Capacity Per Month

一方、期間のカウントは1時間単位

どうやって換算する?
→ 時間を毎時0分0秒~59分59秒の1時
間毎のタイムバケットで区切り、それ
ぞれのタイムバケットバケットの中の
HWM(最高水位)を月で積分する

時間

1日
0:00

1:00

31日
24:00

2:00

データサイズ(GB)
タイムバケット = 毎時0分0秒~59分59秒

そのタイムバケット中のHWM
(最高水位)

月の課金額は、赤い帯の面積の合計(単位は GBx月)

31日の月は 744バケット



32

消費のコントロールをしましょう！
クレジットを、計画的かつ効果的にご利⽤いただき、意図せぬ消費を防ぎましょう。

Copyright © 2020, Oracle and/or its affiliates

 予算アラート・ルールを設定し、クレジット消費量に従ってメール送信や
追加リソースの利⽤を制限します。
次⾴ 「予算アラート・ルールの設定」参照

 不要なリソースは停⽌または削除することでクレジット消費を抑制します。

 クレジットの消費を完全に⽌めたい場合は、全てのリソースを削除します。
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予算アラート・ルールの設定
OCIコンソールのアカウント管理＞予算にて、
コンパートメント単位もしくはコストト
ラッキングタグ単位に予算アラート・ルー
ルを設定し、メール送信が可能です。
ターゲットコンパートメント名: 予算を指定する対象のコンパート
メント
月額予算額(¥) : 予算額 （例: 100000）
しきい値メトリック : 実績 もしくは 予測金額を対象とするか
しきい値のタイプ ： タイプを比率% もしくは 絶対金額とするか
の指定
しきい値: アラートをあげる比率% もしくは 絶対金額の指定
電信メール受信者：メール送信対象のメールアドレス
電子・メールメッセージ：メールのメッセージの内容

予算作成後の確認画面
予算作成画面

Copyright © 2020, Oracle and/or its affiliates

taro.oracle@oracle.com
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予算アラート・ルールの設定
前ページの設定を行うと、以下の通りのアラート・メールが送信されます。

Copyright © 2020, Oracle and/or its affiliates
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OCIからの通知
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Oracle Cloud からの通知 - メールによる通知 (1/2)
ご利用のサービスに関する各種ご連絡は 、Oracle Cloudサービスよりメール通知されます。

主な通知内容
• サービス開始のご案内（Welcomeメール）

• 緊急メンテナンスのご案内
• メンテナンスのご案内
• 計画外障害通知（本番イベント通知）
• 推奨処理
• 必須処理
その他 Oracle Cloudからの情報共有

• 予算超過の通知（設定時）

• サービス終了通知

その他 Oracle Cloudからの情報共有

Copyright © 2020, Oracle and/or its affiliates

Oracle Cloud Infrastructureに関するメール通知：
アクティベーション時に指定した管理者
※複数ユーザへの通知送付が必要な場合は、クラウドアカウントの管理者として、複
数宛先を含むメーリングリストの登録をするようカスタマサポートに依頼して下さ
い。

Classicサービス、Oracle Platform Cloud Serviceに関するメー
ル通知：該当サービスの管理者



37

Oracle Cloud からの通知 – メールによる通知(2/2)
Oracle Cloud Infrastructure のメンテナンスや計画停止に関するメールの一部は別途
「noreply@ocistatus.com」よりメール通知されます。以下のページより購読の申込みを行います。

①

https://www.ocistatus.com

① 「Subscribed To Update」
をクリック

② メールアドレスを入力してか
らクリック

③ サブスクライブするコンポー
ネントを選択して、
「Save」クリック

④ 送信されてメールの下の
「Confirm subscription」を
クリック

②

③

④

Copyright © 2020, Oracle and/or its affiliates

taro.oracle@oracle.com
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Oracle Cloud からの通知 – ポータル画面
ご利用のサービスに関するお知らせは 、 OCIポータル画面からも確認できます。

Copyright © 2020, Oracle and/or its affiliates

※ Classicサービス、Oracle
Platform Cloud Serviceのメンテナ
ンスは、画面上の「お知らせの表
示」からご確認下さい。
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Oracle Cloud PaaS & IaaS 定期メンテナンス
※詳細は My Oracle Support Knowledge の下記の情報をご確認下さい。
「Oracle Cloud Change Management Information (Doc ID 1681146.2)」

• ほとんどのPaaS/IaaSクラウドサービスは特定のメンテナンス時間を持たず、
多くは定期メンテナンス枠を必要としません。

• 計画停止時間を必要とするサービスについてはこちらのリンク（メンテナンス
カレンダー）を参照下さい。 ※次ページにてご紹介します。

• 定期メンテナンスを実施する場合は、1週間前までに通知メールを送信します。
• 開始時刻は、データセンター所在地の現地時間で、金曜日21時です。

Copyright © 2020, Oracle and/or its affiliates
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Oracle Cloud PaaS & IaaS メンテナンスカレンダー
Technology Cloud Services (PaaS and OCI) Maintenance Schedule (Doc ID 2131053.2) - My Oracle Support 

Knowledge -

緑：起動中インスタンスに影響なし
赤：起動中インスタンスに影響あり

メンテナンスによる影響がないサービ
スについては、カレンダーに記載され
ません。

①定期メンテナンス実施の
有無を確認したい期間を指定

②定期メンテナンス実施の
有無と影響度を確認できる

Copyright © 2020, Oracle and/or its affiliates
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Oracle Cloud 参考資料ご案内
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OCIチュートリアル

https://oracle-japan.github.io/ocitutorials/

実際のサービスの利⽤については、下記のチュートリアルを参照ください。
ステップ・バイ・ステップで作業を進め、OCIの機能についてひととおり学習することができます。

チュートリアルのトピック
1. OCIへのアクセス
2. 仮想ネットワークの作成
3. インスタンスの作成
4. ブロック・ボリュームの操作
5. インスタンスのライフサイクル管理
など

他にもLoad BalancerやDatabase
Serviceなど、各種サービスの利⽤⽅法
を紹介しています。
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Oracle Cloud‒ マニュアル、ドキュメント
 Oracle Help Center（オンラインマニュアル）：

※ 最新情報については英語版をご確認ください。
• Oracle Cloud サービスのドキュメント（全体）

https://docs.cloud.oracle.com/ja-jp/iaas/Content/home.htm
※サイトの右上の ボタンを押すと、⾔語指定ができます。

• Platform as a Service (PaaS)のドキュメント
https://docs.oracle.com/cd/E83857_01/paas/index.html （⽇本語）
https://docs.oracle.com/en/cloud/paas/index.html （英語）

• Infrastructure as a Service (IaaS) のドキュメント
https://docs.oracle.com/cd/E83857_01/iaas/index.html （⽇本語)
https://docs.oracle.com/en/cloud/iaas/index.html （英語）

Copyright © 2020, Oracle and/or its affiliates
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Oracle Cloud(PaaS/IaaS)：セミナー情報一覧
https://blogs.oracle.com/oracle4engineer/column_cloud_seminar

Copyright © 2020, Oracle and/or its affiliates
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Oracle Cloud(PaaS/IaaS)：サービス更新情報
https://blogs.oracle.com/oracle4engineer/oracle-cloud-update-

summary_202010

Copyright © 2020, Oracle and/or its affiliates



The following is intended to outline our general product direction. It is intended for information purposes 
only, and may not be incorporated into any contract. It is not a commitment to deliver any material, code, 
or functionality, and should not be relied upon in making purchasing decisions. The development, release, 
timing, and pricing of any features or functionality described for Oracle’s products may change and 
remains at the sole discretion of Oracle Corporation.

Safe harbor statement
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【お問い合わせ先】

日本オラクル株式会社
クラウド営業統括 公共営業部

松山 慎 ( まつやま まこと )
E-Mail: Makoto.Matsuyama@oracle.com
電話: 080-1289-8315

お気軽にご連絡ください!
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Thank you
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